
令和４年度　入善町財務書類

入善町財政課



財務４表の作成基準日は、会計年度の最終日である令和5年3月31日としています。
なお、出納整理期間（令和5年4月1日から5月31日まで）の出納については、作成基準日までに
終了したものとして取り扱っています。

連結会計

第三セクター

①入善町文化振興財団

②入善町体育協会

③入善町農業公社

④入善里山観光開発株式会社

全体会計

①一般会計

②育英奨学金特別会計

一般会計等

対象とする会計の範囲

作成基準日

①国民健康保険特別会計

②簡易水道特別会計

③下水道特別会計

④後期高齢者医療特別会計

一部事務組合・広域連合

①新川広域圏事務組合

②新川介護・ケーブルテレビ事業組合

③新川地域消防組合

④富山県後期高齢者医療広域連合

⑤富山県市町村会館管理組合

⑥富山県市町村総合事務組合

⑦下山用水組合

⑧黒東合口用水組合



① 貸借対照表　基準日時点の財産の状況を表しています。

固定資産 固定負債
有形固定資産 地方債

事業用試算 長期未払金
インフラ資産 退職手当引当金
物品 流動負債

無形固定資産 1年以内償還予定地方債

ソフトウェア 未払金
その他 賞与等引当金

投資その他の資産
投資及び出資金 固定資産形成分
長期延滞債権 余剰分（不足分）
長期貸付金
基金
その他
徴収不能引当金

流動資産
現金預金
未収金
短期貸付金
基金

財政調整基金
徴収不能引当金

資産 負債

純資産

庁舎、町営住宅、学校、

町民利用施設、土地な

ど

道路、橋りょう、河川、

公園など

関連団体への出資金・

有価証券など

町税等の収入未済額

のうち１年以上経過し

たもの

現金及び１年以内に換

金可能な資産

町税等の収入未済額

のうち１年以内に発生

したもの

町税等の収入未済額

のうち、回収不能見込

額

返済期日が１年を超

える債務など

契約などにより後年

度の支払いが確定し

ている、翌々年度以

降の支払額など

将来発生する退職手

当見込額

契約などにより後年

度の支払いが確定し

ている翌年度の支払

額など

翌年度に支払うこと

が予定されている賞

与のうち、当年度負

担額

流動資産（短期貸付

金と基金は除く）から

負債を控除したもの

（減価償却累計額控

除後の）固定資産等

の残高

財務４表の見方



② 行政コスト計算書　会計期間中の経常的な行政サービスにかかった費用等を表しています。

経常費用
業務費用

人件費
職員給与費
賞与等引当金繰入額
退職手当引当金繰入額
その他

物件費等
物件費
維持補修費
減価償却費
その他

その他の業務費用
支払利息
徴収不能引当金繰入額
その他

移転費用
補助金等
社会保障給付
他会計への繰出金
その他

経常収益
使用料及び手数料
その他

純経常行政コスト
臨時損失
臨時利益

純行政コスト

③ 純資産変動計算書　会計期間中の純資産の変動を表しています。

前年度末純資産残高
純行政コスト（△）
財源

税収等
国県等補助金

本年度差額
固定資産等の変動（内部変動）

有形固定資産等の増加
有形固定資産等の減少
貸付金・基金等の増加
貸付金・基金等の減少

資産評価差額
無償所管換等
その他
本年度純資産変動額

本年度末純資産残高

翌年度６月に支給する期末勤勉手当見込額（12

月から翌年３月までの４か月分を計上）

当該年度に繰り入れられた退職手当引当金見込

額

町民や特別会計など、他者・他会計に移転する費

用

消耗品、光熱水費、印刷製本費、業務委託費、使

用料及び賃借料、備品購入などの経費

固定資産について、使用期間中、毎年度経済的

価値の減少があるとみなし、費用計上するもの

公共施設等の維持修繕経費

事業実施に係る補助金、助成金、負担金

医療、子育て、障害などの扶助費

災害復旧費、資産除売却損などの臨時に発生し

た経費と、財務書類作成上の第三セクター等に対

する負担見込額の増加額

資産の売却による収入が帳簿価格を上回る場合

の差額と、財務書類作成上の第三セクター等に対

する負担見込額の減少額

行政コスト計算書の収支尻である「純行政コスト」と

連動

町税、県税交付金、地方交付税及び地方譲与税

など

国・県支出金

資産除売却損

無償で譲渡または取得した固定資産評価額、そ

の他年度途中に判明した固定資産価額など

貸借対照表の「純資産」と連動



④ 資金収支計算書　活動を「業務」「投資」「財務」に分類し、１年間の資金の流れを表して

　　います。

業務活動収支
業務支出

業務費用支出
移転費用支出

業務収入
税収等収入
国県等補助金収入
使用料及び手数料収入
その他の収入

臨時支出
臨時収入

投資活動収支
投資活動支出

公共施設等整備費支出
基金積立金支出
投資及び出資金支出
貸付金支出
その他の支出

投資活動収入
国県等補助金収入
基金取崩収入
貸付金元金回収収入
資産売却収入
その他の収入

財務活動収支
財務活動支出

地方債償還支出
その他の支出

財務活動収入
地方債発行収入
その他の収入

本年度資金収支額
前年度末資金残高
本年度末資金残高
前年度末歳計外現金残高
本年度歳計外現金増減額
本年度末歳計外現金残高
本年度末現金預金残高

投資活動、財務活動以外の活動に係る収支

人件費、物件費等、町債の支払利息など

事業実施等に係る補助金・助成金・負担金、福

祉・医療・子育て・障害・生活保護などの扶助費、

他会計への繰出金

投資活動収入以外の国・県支出金

建物等の建設や用地取得、その他資産形成につ

ながる支出、基金への積立て・取崩しなどに伴う

資金の収支

公共施設等の整備に係る国・県支出金

町債発行額や元金償還金等に係る資金の収支

形式収支（歳入決算額-歳出決算額）

貸借対照表の流動資産中「現金預金」と連動



⑤ 財政指標に関する分析（一般会計等）

「地方公会計の推進に関する研究会報告書」（総務省）で示されている指標について整理
を行った。

Ⅰ．資産形成度
資産形成度は、「将来世代に残る資産はどれくらいあるのか」といった住民等の関心に

基づくものです。

１．住民一人当たり資産額
住民一人当たりの資産額とすることにより、住民等にとってわかりやすい情報となる

とともに、他団体との比較が容易になります。

R3

２．歳入額対資産比率
これまでに形成されたストックとしての資産が、歳入の何年分に相当するかを表し、

地方公共団体の資産形成の度合いを測ることができます。

R3

３．有形固定資産減価償却率
有形固定資産のうち、土地以外の償却資産（建物や工作物など）の取得価額に対する

減価償却累計額の割合を見ることで、耐用年数に対して資産の取得からどの程度経過し
ているかを把握することができます。

有形固定資産　－　土地　＋　減価償却累計額

- +

R3

62.8% 63.3%

64.8%
41,798,979 8,061,123 62,051,371

入善町 類似団体平均

=

3.5 3.4

減価償却累計額

62,051,371

48,912,255
= 3.8 年

12,780,494

千円／人
23,136

資産合計
住民基本台帳人口

48,912,255
= 2,114

入善町 類似団体平均

入善町 類似団体平均
2,075 1,770

資産合計
歳入合計



Ⅱ．世代間公平性
世代間公平性は、「将来世代と現世代との負担の分担は適切か」といった住民等の関心に

基づくものです。これは、貸借対照表上の資産、負債及び純資産の対比によって明らかにさ
れるものです。

１．純資産比率
これまで蓄積してきた資産が、これまでの世代による負担なのか、あるいは、将来世

代への負担となっているのかを見ることができます。この比率が高いほど、これまでの
世代の負担によって資産を取得してきたことになります。

R3

２．社会資本等形成の世代間負担比率
これまでに整備してきた公共資産のうち、どれくらい将来世代が負担する負債が残っ

ているかを見ることができます。この比率が高いほど、将来世代の負担が大きいことに
なります。

地方債残高（臨財債等、特例地方債除く）
公共資産（有形・無形固定資産）

R3

20.5%
41,798,979

入善町 類似団体平均
20.1% 14.7%

入善町 類似団体平均
69.7% 73.8%

8,573,800
=

純資産
資産合計

34,277,601
= 70.1%

48,931,783



Ⅲ．持続可能性（健全性）
持続可能性（健全性）は、「財政に持続可能性があるか（どのくらい借金があるか）」と

いう住民等の関心に基づくものであり、財政運営に関する本質的な視点です。

１．住民一人当たり負債額
住民一人当たり負債額とすることにより、住民にとってわかりやすい情報となるとと

もに、他団体との比較が容易になります。

R3

２．基礎的財政収支（プライマリーバランス）
地方債などの元金・利子返済額を除いた支出と、地方債発行などの借金による収入を

除いた収入のバランスを見るもので、収支がプラスの場合は、経費が借金に頼らないで
税金などの収入で賄われていることを表します。

資金収支計算書の業務活動収支 ＋ 投資活動収支
（支払利息除く） （基金積立金支出及び基金取崩収入を除く）

（ ＋ ）＋
業務活動収支 支払利息

（ ＋ － ） ＝ 千円
投資活動収支 基金積立金支出 基金取崩収入

＝ 百万円

R3

435 559

△ 1,950,554 174,114 55,480 276,330

入善町 類似団体平均

入善町 類似団体平均
628 437

2,058,424 49,826

千円／人
23,136

負債合計
住民基本台帳人口

14,634,654
= 633

276



Ⅳ．効率性
効率性は、「行政サービスは効率的に提供されているか」といった住民等の関心に基づく

ものです。地方自治法においても、「地方公共団体は、その事務を処理するに当っては、住
民の福祉の増進に努めるとともに、最小の経費で最大の効果を挙げるようにしなければなら
ない」とされているものであり（同法第2条14項）、財政の持続可能性と並んで住民の関心
が高い視点です。

１．住民一人当たり行政コスト
行政コスト計算書で算出される行政コストを住民一人当たり行政コストとすることに

より、地方公共団体の行政活動の効率性を測定することができます。また、当該指標を
類似団体と比較することで当該団体の効率性の度合いを評価することができます。

なお、住民一人当たり行政コストについては、地方公共団体の人口や面積、行政権能
等により自ずから異なるべきものであるため、一概に他団体と比較するのではなく、類
似団体と比較すべきことに留意する必要があります。

R3

Ⅴ．自律性
自律性は、「歳入はどのくらい税収等で賄われているか（受益者負担の水準はどうなって

いるか）」といった住民等の関心に基づくものです。

１．受益者負担の割合
行政コスト計算書の経常収益は、使用料・手数料など行政サービスに係る受益者負担

の金額ですので、これを経常費用と比較することにより、行政サービスの提供に対する
受益者負担の割合を算出することができます。地方公共団体の行政サービス全体の受益
者負担の割合を経年比較したり、類似団体比較したりすることにより、当該団体の受益
者負担の特徴を把握することができます。

R3
入善町 類似団体平均
3.3% 3.8%

経常収益
経常費用

405,618
= 3.9%

10,274,338

入善町 類似団体平均
444 419

千円
23,136

純経常行政コスト
住民基本台帳人口

9,868,720
= 427



⑥ 財政指標に関する分析（全体財務）

Ⅰ．資産形成度

１．住民一人当たり資産額

R3 千円

２．歳入額対資産比率

R3 年

３．有形固定資産減価償却率

有形固定資産　－　土地　＋　減価償却累計額

- +

R3 %

年
16,449,233

4.2

減価償却累計額

73,563,002
= 4.5

= 58.4%
62,760,567 8,401,341 76,159,588

56.4

76,159,588

資産合計
住民基本台帳人口

73,563,002
= 3,180 千円

23,136

3,159

資産合計
歳入合計



Ⅱ．世代間公平性

１．純資産比率

R3 %

２．社会資本等形成の世代間負担比率

地方債残高（普通建設事業債）
公共資産（有形・無形固定資産）

R3 %

Ⅲ．持続可能性（健全性）

１．住民一人当たり負債額

R3 千円

２．基礎的財政収支（プライマリーバランス）

資金収支計算書の業務活動収支 ＋ 投資活動収支
（支払利息除く） （基金積立金支出及び基金取崩収入を除く）

（ ＋ ）＋
業務活動収支 支払利息

（ ＋ － ） ＝ 千円
投資活動収支 基金積立金支出 基金取崩収入

R3 千円

△ 1,898,560 214,121 185,783 760,255

986,749

1,153

2,379,124 251,353

千円
23,136

63.5

25,359,559
=

62,760,567

39.7

負債合計
住民基本台帳人口

26,554,310
= 1,148

40.4%

63.9%
73,563,002

純資産
資産合計

47,008,692
=



Ⅳ．効率性

１．住民一人当たり行政コスト

R3 千円

２．住民一人当たり人件費・物件費等

R3 千円

Ⅴ．自律性

１．受益者負担の割合

R3 %

13,754,998

6.1

経常収益
経常費用

903,244
= 6.6%

千円
23,136

千円
23,136

308

326

565

業務費用
住民基本台帳人口

7,550,029
=

純経常行政コスト
住民基本台帳人口

12,851,754
= 555


